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Ａ問題 

 

問題 １ 登録ダクト基幹技能者に求められる能力に関する次の記述のうち、最も 

不適当なものはどれか。 

 

（１）不測の事態の発生に対応する修正工程を立案する能力  

（２）現場の実情に即した施工要領書を作成し、施工する能力 

（３）作業手順書の作成やＫＹ活動等の一連の安全管理活動を行う能力 

（４）施工技術に係る基本的な知識を有し、的確に施工管理を行う能力 

 

問題 ２ 管工事の主任技術者の資格に関する次の記述のうち、最も適当なものは 

どれか。 

 

（１）職長として、ダクト施工の実務経験が５年ある。 

（２）２級建築板金技能士（ダクト板金作業）の資格取得後、ダクト施工の実務経験 

が３年ある。 

（３）高等学校の指定学科を卒業後、ダクト施工の実務経験が３年ある。 

（４）１級管工事施工管理技士補の資格取得後、ダクト施工の実務経験が５年ある。 

 

問題 ３ 労務管理計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）労務管理は、工法計画に基づき労務量を効率的、経済的に計画する。 

（２）作業員の配置は、年齢、健康状態を把握して行う。  

（３）施工区分は、現場の特色（工法、規模等）に見合った計画を行う。  

（４）必要労務量は、過去の歩掛りデータを活用し算出する。  

 

問題 ４ 施工計画書関係書類に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）施工計画書は、元請設備施工者が専門業者と調整し作成する。  

（２）施工要領書は、元請設備施工者が専門業者と調整し作成する。 

（３）設計図書は、設計者が発注者の要求品質を盛り込んで作成する。 

（４）作業標準書は、元請設備施工者が「施工計画書」「施工要領書」に基づき 

作成する。 
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問題 ５ 工程と費用曲線に関する次の図中、   に入る語句の組み合わせ  

     のうち、最も適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）  （ロ）   （ハ） 

（１）  工事費  仮設費   総費用 

（２） 仮設費  総費用   工事費 

（３） 総費用  間接費   直接費 

（４） 直接費  総費用   間接費       

 

問題 ６ 工程管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）工程管理が悪いと竣工後に施工不良クレームが多発し、その手直し工事により  

会社に多大な損害を与えることになる。  

（２）バーチャート工程表は、一つの作業の流れが工事全体に及ぼす影響がわからず  

複雑な工程は管理しづらい。  

（３）ガントチャート工程表は、各作業の達成度が全体工期に影響があるかないか  

が不明である。  

（４）ネットワーク工程表は、先行作業と並行作業が整理されるが、後続作業は整理  

されない。  
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問題 ７ 下記ネットワーク工程表に関する次の文章中、   に入る語句の組合せと

して最も適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

この工程表のクリティカルパスの所要日数は  （イ） であり、作業工程①→

②→④→⑥→⑦におけるフロート(余裕)は （ロ） となる。 

 

（イ）  （ロ） 

（１） ２８日   ８日 

（２） ２８日   ３日 

（３） ３３日   ８日 

（４） ３３日   ３日 

 

問題 ８ 工程打合せに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）施工計画に基づく工程管理の他、「混在作業による危険の防止」などの 

安全衛生管理についても打合せする。 

（２）二次以下の再下請業者の職長・安全衛生責任者とあらかじめ問題点を詰めて  

おき、打合せがスムーズに進むようにする。  

（３）安全に関する内容の伝達は、当日の作業場所で行うのが最適である。 

（４）打合せ実施状況の把握において、作業足場等の不備や危険箇所を発見した 

場合は、自社で早急に改善および補充を行う。 

 

問題 ９ 品質管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）品質管理は、管理者や監督に任せておくのではなく、関係するもの全員が 

積極的に参加することが重要である。 

（２）発注者の指示が不適当であると知りながら施工して、欠陥が生じた場合は 

施工者の責任が問われる。 

（３）品質の七つ道具である管理図は、施工前の確認や検査などに便利である 

ばかりでなく新人教育にも活用することができる。 

（４）建設業が抱える品質管理上の問題解決方法として、報告・連絡・相談 

（ホウ・レン・ソウ）は特に重要な対策の一つである。 
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問題 10 「品質管理に関連して登録基幹技能者に求められること」に関する記述とし 

て、最も適当なものはどれか。 

 

（１）品質に関する妥協を排除する姿勢は、結果として周りの者から信頼を得られる 

が、現場を運営するためには、妥協することも重要である。 

（２）新しい物件を担当する場合は、自分の経験と作業員の意見を考慮し、現場の仕 

様を決めて施工する。 

（３）建築躯体図・天井伏せ図・設備配管施工図などを理解できる能力が必要であ 

   る。 

（４）設計計算書の内容をよく把握した上で、仕様の諸元を工場に分かり易く伝え 

   る。 

 

問題 11 資材管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）施工図および施工要領書により、資材の内容をあらかじめ把握しておく。  

（２）主要資材の形状、寸法、規格、数量等を確認し、一覧表を作成する。  

（３）資材の現場搬入時期を検討するため、施工計画書を綿密に調査する。  

（４）長時間屋外に資材を保管する場合、有効な養生をする。  

 

問題 12 作業員の管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）一日当たりの作業量に対して、必要な作業人員を確保する。 

（２）作業員の適正配置にあたって、技能、技術、体力、学歴などの個人特性を考慮 

する。 

（３）作業員の技能程度や作業能力を十分に調査する。 

（４）作業内容によって、免許や許可証を保有しているか調査する。 

 

問題 13 積算と原価管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）見積書は、設計図から所要資材や労務費等を過不足なく拾い出し、工事金額と 

して算出したものである。 

（２）一般管理費は、会社運営に必要な労務費や事務用品等の費用で、工事費には 

含まれない。 

（３）実行予算は、施工段階で中間の予算状況を管理する基準となる。 

（４）作業員の実質労働時間（８時間）を確保することは、原価を抑えるために 

重要である。 
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問題 14 ＶＥに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）ＶＥ検討でより大きな効果が期待できるのは、施工段階よりも着工前である。 

（２）ＶＥ検討で大切なことは、要求される機能（はたらき）を確実に確保する 

   ことである。 

（３）使用者の価値を向上させる提案であれば、全てＶＥ提案となる。 

（４）ＶＥ検討で最も大切なことは、原価を低減させることである。 

 

問題 15 安全衛生責任者の職務として、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）後次の請負人の安全衛生責任者との連絡調整を行う。 

（２）混在作業によって生ずる労働災害に係る危険の有無の確認を行う。 

（３）元方安全衛生管理者への指揮・指導を行う。 

（４）統括安全衛生責任者からの連絡事項の実施について管理を行う。 

 

問題 16 作業所安全衛生管理計画の作成に当たって留意する点として、最も不適当な 

ものはどれか。 

 

（１）全員参加で進める計画であること 

（２）元請の方針を最優先して作成すること 

（３）当該作業所の特性に適合した具体的な計画であること 

（４）実施可能でわかり易いこと 

 

問題 17 作業手順書に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）作業の手順は、リスクアセスメントを行い、単位作業ごとに分解して急所を 

付ける。 

（２）作業手順書は、施主の承認が必要である。 

（３）一つの作業につき、職長・安全衛生責任者向けと未熟練者向けに２種類作成 

する。 

（４）作業手順書の目的は、作業を「安全に、早く、安く、出来栄え良く、かつ 

効率よく仕上げる」ことである。 
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問題 18 次のうち、逆流防止ダンパを表す記号はどれか。  

 

（１）ＨＦＤ 

（２）ＶＤ  

（３）ＦＶＤ  

（４）ＣＤ 

 

問題 19 たわみ継手に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）ファンの振動をダクトに伝えないことが主な目的である。  

（２）地震の際の免震継手として使用されるものではない。  

（３）ダクトの長さを調整することが主な目的である。  

（４）負圧になる側にはピアノ線を入れる。  

 

問題 20 材料と工法に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）体積の低減により、輸送コストや資材置場の大きさを低減できる。 

（２）板厚を薄くすることで重量や価格を低減できるが、材料や工法の変更を 

提案する場合、必要な強度を持たせる必要がある。 

（３）めっきの組成を変えることにより、板厚を薄くすることが可能である。 

（４）海岸近辺や浴室排気など、厳しい環境に適する素材を検討する必要がある。 

 

問題 21 地球環境問題に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）地球温暖化に与える影響の最も大きなものはフロンである。 

（２）オゾン層の破壊により、地球温暖化が進行している。 

（３）ヨーロッパでは、酸性雨による被害が1960年以降減少している。 

（４）有効な温暖化対策を取らない場合、世界平均気温と平均海水位が上昇する可能 

性がある。 
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問題 22 生産性向上技術に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

  

（１）ＢＩＭとは、空間の点群データをＣＡＤ図へ自動変換するシステムである。 

（２）電子小黒板とは、工事写真を撮影する際に工事の詳細を記す事が出来るアプリ 

である。 

（３）レーザースキャナーで得られた３次元情報は、設計や施工計画における業務改 

善に有効である。 

（４）電子小黒板を導入する一番のメリットは、作業時間の短縮である。 

 

問題 23 ＯＪＴに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）ＯＪＴは集合研修と違い、職場の上司が部下の教育のために、日常の仕事を  

通して行う指導教育である  

（２）ＯＪＴでは、会社の社員教育の一環として、職位ごとに同じことを教える  

ことが重要である。  

（３）ＯＪＴを行うことが職場のコミュニケーションの活性化につながり、良い  

環境作りに役立つ。  

（４）ＯＪＴとは、仕事に直接関係する実務的教育で、職場の知識や技能等の伝承に  

効果的である。  

 

問題 24 ＯＪＴの進め方に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）ＯＪＴを進める上で教育指導をする場合に重要なことは、同じ仕事を繰り返し  

やらせ、新しい仕事をさせないことである。  

（２）ＯＪＴを進める上で教育目標を設定・計画するには、なるべく短期で考える  

ほうが良い。  

（３）ＯＪＴを進める上で重要なポイントは、部下の教育ニーズをつかむのでは  

なく、教える相手に多くの情報を与えるのが良い。  

（４）ＯＪＴを進める上で教育訓練計画を立てるには、個人別に計画表を作成する  

必要がある。  
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問題 25 ＯＪＴの指導方法に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）ある仕事をマスターしたら、別の種類の仕事をやらせることが必要である。  

（２）何事もリーダー（職長）が決め、部下にそのとおりにやらせることが重要で  

ある。  

（３）部下自身の自己啓発のために、リーダーが動機付けをする必要はない。  

（４）部下の指導にあたっては、失敗した時に叱ることが必要であるが、良く  

できた時にほめる必要はない。  

 

問題 26 建設業法に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

 

（１）公共工事においては、いかなるときも、建設業者は請け負った建設工事を一括 

して他人に請け負わせてはならない。 

（２）監理技術者補佐（１級技士補等）を当該工事現場に専任で置くときは、監理技 

   術者は２つまで工事現場を兼任することができる。 

（３）都道府県知事の建設業許可を受けた建設業者は、営業所を設置していない他の 

県でも工事を行うことが出来る。 

（４）元請業者の主任技術者が、下請負業者の主任技術者の職務を行うことが可能で 

ある場合、工事種別に関わりなく下請負業者の主任技術者の設置を省略するこ 

とができる。 

 

問題 27 労働安全衛生法に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

 

（１）作業床高さが２メートル以上で10メートル未満の能力の高所作業車を運転する 

場合、運転者は技能講習の修了が必要である。 

（２）同一場所で元請、下請合わせて、常時50人以上の労働者が混在する工事現場 

では、総括安全衛生管理者を選任する必要がある。 

（３）高圧室内作業などの危険有害作業を行う場合、免許を受けた者又は技能講習を 

修了した者から作業主任者を選任する必要がある。 

（４）吊り上げ荷重が0.5トン以上１トン未満のクレーンの玉掛けの業務について 

は、技能講習修了者が当該業務に就く必要がある。 
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問題 28 建築基準法に基づく排煙設備の構造（施行令第１２６条の３）に関する次の

文章中、    に入る語句の組み合わせとして正しいものはどれか。 

 

一 建築物をその床面積 （イ） 平方メートル以内ごとに、防煙壁で 

区画すること。 

二 排煙設備の排煙口、風道その他煙に接する部分は、  （ロ） で 

  造ること。 

三 排煙口は、第一号の規定により区画された部分（以下「防煙区画部分」 

という。）のそれぞれについて、当該防煙区画部分の各部分から排煙口 

の一に至る水平距離が  （ハ） メートル以下となるように、天井又は壁 

の上部に設け、直接外気に接する場合を除き、排煙風道に直結すること。 

 

（イ）     （ロ）    （ハ） 

（１）   ３００   不燃材料     ３０ 

（２）   ３００   難燃材料     ５０ 

（３）   ５００   不燃材料     ３０ 

（４）   ５００   難燃材料     ８０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度 第１回 東京会場 登録ダクト基幹技能者講習 講習考査試験 
 

 10 

Ｂ問題 

 

問題 あなたが経験したダクト工事において、次の設問について解答用紙に具体的に 

   述べなさい。 

  

１． 実施した現場名を記入しなさい。  

 

 

２．  実施した工夫について  

 

（１）  実施した工夫を次の中から一つ選び、〇印を記入しなさい。  

 

        ・施工方法の提案       ・安全管理上の工夫  

    

（２）  なぜその工夫を選んだのか理由を記述しなさい。  

 

 

 

３．  実施した工夫（選択した項目）の具体的内容と得られた効果について80文字 

以内で記述しなさい。  

 


